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 要  旨 
 
 
近年，インターネットの普及に伴い，オンラインショッピングが急速
に発展してきた．オンラインショッピングの出現により，消費者はオン
ラインとオフラインの双方で買い物ができるようになったが，店舗で提
供される商品は爆発的に増加し，多種多様化していった． 
そこでショッピング支援システムが，オンラインショップや実店舗な
どの様々な場面で研究されていった．その代表例として，Amazon.comな
どで既に実用化されている，商品推薦システム（Web上の情報推薦シス
テム）が挙げられる．このシステムは，ユーザの特性情報から最適な商
品情報を提供し，オンラインショッピングの利便性を大きく支援してい
る．一方，オフライン上のショッピング支援システムでは，店員による
宣伝や，時間帯・消費者に合わせた商品陳列の変更，商品の試聴，試着，
試食などのアナログ的な要素を含むシステムと，ＩＣタグから詳しい商
品情報を専用リーダで取得するトレーサビリティといったデジタル的
な要素を含むシステムが挙げられる． 
しかし，現在のオンラインショッピングには以下の２つの問題が残さ
れている． 
 
 実際に見て，触れて，試してみないと確認しにくい商品は，オンラ
インショッピングでの商品購入の際に敬遠されてしまう 
 新商品が多く，コンテンツ分析しにくい商品は，商品推薦システム
に適応されにくい 
 
特にアパレル商品に関しては，このような問題がスムーズな買い物へ
のボトルネックとなっている． 
そこで本研究では，オンラインとオフラインのデータの共有により，
それぞれの特性を融合した環境を作り，その環境においてユーザの買い
物を支援するシステム，特にアパレル商品に対する，オンラインとオフ
ラインの融合によるショッピング支援システムの提案として，ファッシ
ョンリーダによるコーディネートを利用した商品推薦システムを提案
する．さらにそれを実装し，システムの機能に有効性があるかどうかの
システム評価実験を行った． 
 
